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研究成果の概要 

本研究は、配位高分子（PCP または MOF）等の結晶性多孔体のナノ細孔を利用することにより、二

価以上の価数を持つ様々な多価イオンを効率的に伝播する新規な超イオン伝導体を創出するものであ

る。2022 年度は、Mg2+等の二価イオンを含有する配位高分子の合成・同定・構造評価・およびイオン

伝導特性の評価等を行った。その結果、複数の多価イオン含有配位高分子の合成に成功した。特に、二

価イオンである Mg2+を含有する新規な超イオン伝導性配位高分子 MIL-101⸧{Mg(TFSI)2}1.6 (MIL-101 = 

Cr3O(NO3)(H2O)2(bdc)3, H2bdc = テレフタル酸, TFSI– = ビス(トリフルオロメタンスルホニル)イミド)

の創出に成功し、この化合物が最適なゲスト分子であるアセトニトリルの蒸気存在下で 1.9 × 10–3 S 

cm–1 の超イオン伝導性を室温で示すことを明らかとした。これは、Mg2+を含む全ての結晶性固体の中

で、世界最高値のイオン伝導度であった。また、赤外分光測定等により、このゲスト誘起超イオン伝導

性の発現機構を明らかとした。さらに、高い Mg2+輸率を示す Mg2+のシングルイオン伝導体を創出する

ことを指向し、アニオン性骨格の配位高分子に Mg2+のみを導入した新規なイオン伝導性配位高分子

Mg3[(MnMo6O18)2L] (L12− = C{C6H4CH NC(CH2O)3}4
12−)の創出に成功し、この化合物が最適なゲスト分

子であるアセトニトリル蒸気下で、最大 1.3 × 10–5 S cm–1の高イオン伝導性を室温で示すことを明ら

かとした。 
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